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大溝 1出土絵画土器

絵画土器内建物 C

絵画土器内建物b
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扁平片刃石斧の刃部

石庖丁の刃部

石庖丁の使用痕
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R区 壁溝内杭痕跡検出状況 （竪穴住居28)
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N区壁溝内杭痕跡断面検出状況 （竪穴住居22・23)

N区 壁溝内杭痕跡断面検出状況 （竪穴住居 25)



カラー図版 6 

F区 奈良時代掘立柱建物検出状況 （南から）

F区包含層堆積状況 （西壁断面） F区土坑910002埋土検出状況 （西から）
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弥生土器 （橙色系統一化粧土あり）

弥生土器 （白色系統一化粧土なし）



カラー図版 8 

石鏃 （サヌカイト製とチャート製）

石鏃の刃部



序 文

大阪府の南部に位置する泉南市は、古くは和泉国に属しており、茅澤と称していた地域にあたります。

「男里（おのさと）」という地名は、 『日本書紀』や 『古事記』に記載された故事にちなんだものとされ

ています。神武天皇東征の際に、長髄彦との戦いで負傷した天皇の兄五瀬命が、茅淳海を南下して山城

水門に至った時、痛みに耐えかねて雄叫びしたことにより、「雄水門」と名づけたことが記されています。

この「雄水門」の候補地として、泉南市男里の地が有力視されています。男里の周囲には、現在でも「尾

崎」「大苗代（おのしろ）」「雄ノ山」などの地名がみられることから、このあたり一帯が「おお」と呼

ばれていたことがわかります。

この地に、弥生時代を中心とする男里遺跡の存在が明らかになったのは、約60年前のことです。以来、

泉南市域の主要な遺跡として知られていましたが、実態をつかむまでには至っていませんでした。大規

模な開発があまりなく、小規模な発掘調査のみであったことが要因の一つですが、泉南市教育委員会や

大阪府教育委員会の地道な調査、研究の結果、徐々に成果をあげているところであります。

さて、大阪府南部では、関西国際空港の建設計画に伴い、新たな高速道路や鉄道、海岸部分を埋め立

てたりんくうタウンなどの建設が相次ぎ、景観が随分変わりました。泉南市でも、空港島の南部約1/3

が市域となったほか、広大な埋立地がつくられました。近年には、ここに大型ショッピングセンターが

開店したことなどから、自動車や人の流れが活発になってきています。

その中で、泉南市域においても、空港へのアクセス道路と和歌山方面との連絡道路として、都市計画

道路泉南岩出線が計画されました。りんくうタウンヘの南側からのアクセス道路となるものです。計画

路線が、男里遺跡を縦断することから、遺跡調査が必要となりました。ただ、空港開港の期日が最優先

となったことから、盛土による暫定路線を建設し、開通後に路線の調整をおこないながらの調査となり

ました。このため、エ程上での細かい調整などが必要となったことから、時間がかかり、調査開始から

約12年を経過して、ようやく調査の終了、本報告書の刊行と道路の完成をみることとなりました。

今回の調査では、弥生時代中期末の集落と奈良時代の集落、中世の集落を中心とした成果をあげるこ

とができました。弥生集落からは32基以上の竪穴住居が検出されたほか、多量の土器がみつかりました。

さらに方形周溝墓も新たに検出され、従来から言われている泉南地域における拠点的な集落の要素とし

て、重要なものといえます。また、非常に精巧に描かれた絵画土器も注目に値するものです。

最後に、調査の実施にあたり、地元自治会、大阪府土木部岸和田士木事務所をはじめ、大阪府教育委

員会、泉南市教育委員会の関係各位の方々より、多大なご指導やご協力を得ることができ、心から感謝

の意を表します。今後とも、当センターヘのご支援を賜りますようにお願いいたします。

平成17年2月

財団法人大阪府文化財センター

理事長 水野正好



例 言

l、 本書は、大阪府泉南市男里他地内に計画された、主要地方道泉佐野岩出線（都市計画道路泉南岩
おのさと

出線）建設に伴う、男里遺跡の発掘調査報告書である。

2、 本調査地は、泉南市男里・幡代・馬場地内に所在する。主要地方道泉佐野岩出線（都市計画道路

泉南岩出線）の調査であるため、狭長な調査区となっている。調査対象地は、府道堺阪南線から国

道26号線（第二阪和国道）までの区間（男里工区）である。府道堺阪南線をはさんで北側の都市計

画道路樽井男里線の路線部分は、平成 3~5 年度に調査が実施されており、

財協会より 『男里遺跡』として調査報告書が刊行されている。全体の事業では同一であるが、調査

（財）大阪府埋蔵文化

当初はこの事業名を「天神の森遺跡・男里遺跡」と称し、今回調査部分とは区分されていた。

3、 本調査は、大阪府土木部岸和田土木事務所の委託を受け、大阪府教育委員会文化財保護課の指導

のもと、 （財）大阪府埋蔵文化財協会（平成7年3月まで）

- (平成14年4月に（財）大阪府文化財センターと改称）

（財）大阪府文化財調査研究センタ

（平成7年4月より）が実施した。現

地における発掘調査事業は、平成5年度から開始し、平成6~7年度、平成7年度、平成8年度、

平成11年度、平成12年度、平成14年度、平成15年度、平成16年度におこなった。基本的な整理作

業は、これらの発掘調査事業と並行して実施したほか、平成13年度には遺物整理事業を一部おこな

い、本格的な整理作業は平成1s~ 15年度に実施した。 各年度の事業体制に関しては第 1 章に記し

たとおりである。

4、 遺物の写真撮影は、南部調査事務所主任技師立花正治がおこなった。 さらに平成1s~ 16年度の

整理作業においては、同所調査第一係員の協力を得た。

5、 発掘調査事業においては、基本的な整理作業は現地調査と並行して現地事務所でおこない、現地

調査終了後は、泉大津調査事務所（大阪府埋蔵文化財協会） ・南部調査事務所（大阪府文化財調査

研究センター・ 大阪府文化財センター）でおこなった。平成15~16年度には、南部調査事務所で

遺物整理作業を実施した。平成16年度に印刷製本をおこない、平成17年2月の報告書の刊行をも

って、すべての作業を完了した。

6、 調査の実施にあたっては、大阪府土木部岸和田土木事務所をはじめ、関係諸機関や下記の方々の

援助を賜った。記して感謝の意を表したい。 （敬称略・順不同）

〈調査指導〉広瀬雅信・大野 薫・藤沢真依・服部文章・杉本清美・ 三木 弘（大阪府教育委員

会）、仮屋喜一郎 ・岡田直樹 ・石橋広和・城野博文 • 河田泰之 ・岡 一彦 ・大野路彦（泉南市教育

委員会）、久世仁士（泉大津市教育委員会）、石野博信（徳島文理大学）、深澤芳樹（奈良文化財

研究所）、及川良彦（（財）東京都生涯学習文化財団東京都埋蔵文化財センター）、山崎頼人（小

郡市埋蔵文化財調査センター）、土井孝之（（財）和歌山県文化財センター）



7、 本書の作成 ・編集は、南部調査事務所調査第一係主任技師中村淳磯 ・同専門調査員岡田佳之が担

当し、中村が執筆した。なお、中世瓦（第6章第5節 1-(5))に関しては、同所調査第一係主査

黒田慶ーが執筆した。さらに第7章第 1節は、同所調査第一係主査村上富喜子の原案をもとに、中

村が加筆したものである。

8、 本調査に関わる遺物、写真、カラースライド、実測図などの各種記録類は、 （財）大阪府文化財

センターで保管している。広く活用されることを希望する。

凡 例

1、 本書中のレベルはすべてT.P.(東京湾平均潮位）を用いている。本書中における座標値は、国士

座標系に基づいており、すべてm単位とする。なお、測量法の改正により、測量基準が日本独自の

日本測地系から世界標準の世界測地系へ変更されたことに伴い、平成14年度以降の現地調査は新た

な座標系で測量をおこなっている。第3章で詳述するが、ほとんどの調査がそれ以前であることか

ら、本書では従来の日本測地系を基準に使用し、表示は世界測地系で表している。

2、 本書中の方位は、国土座標第VI座標系（原点：東経136°00'00"、北緯36°00'00")の座

標北を示している。調査地点において座標北は、磁北より東へ6°30'、真北より西へ0°20'

振れる。

3、 土色の記述は、小山正忠・竹原秀雄編 『新版標準土色帖20版』農林水産省農林水産技術会議事務

局監修• 財団法人日本色彩研究所色票監修(1997)に準拠した。ただし、調査期間が長期にわたって

いるため、それ以前の現地調査では、当時における最新版の 『新版標準土色帖』を使用している。

4、 実測図の縮尺は、遺構は全体図1/500(付図）、基本層序断面図1/40、平面図1/60、1/80、断

面図1/40、遺物実測図は土器1/4、打製石器2/3、磨製石器1/2、1/3を原則とするが、紙面の制約

上、必要に応じて縮尺を変えたものもある。

5、 遺構番号に関しては、重複のないように整理段階で番号を付けている。必ずしも時代順にはなっ

ていないため、時期の前後するものもある。また、調査時期の差により、隣接していても順序だっ

ていない場合がある。第3章で詳述するが、調査体制が複数年にわたっており、現地調査では遺構

番号の付け方が統一されていないため、調査時の番号を踏襲しつつ、番号を付けるようにしてい

る。竪穴住居や掘立柱建物、大溝に関しては、調査時の番号を使わず、新たに番号を付けている。

6、 写真の縮尺は任意である。



7、 挿図における表現方法の一部を、以下に示す。

主柱穴

三

薄い トーン：砂混じリシル ト・粘質シルトの地山

濃い トーン：礫用の地山
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1 E区南包含層土器出土状況（北西から）

2 E区南包含層土器出土状況（北東から）

3 E区南包含層土器出土状況（北から）

4 E区北包含層土器出土状況（西から）

5 G区包含層土器出土状況（西から）

6 G区包含層土器出土状況（南西から）

7 X区土坑650032(南西から）

8 X区土坑650032 製塩土器出士状況（西から）

図版21 古代遺構 (1) (中央北区）

1 E区北全景（北西から） 2 E区北全景（南東から）

図版22 古代遺構 (2) (中央北区）

1 F区 全景（北西から） 2 F区全景（南東から）

図版23 古代遺構 (3) (中央北区）

1 E区北掘立柱建物33(西から） 2 F区掘立柱建物34(北西から）

3 F区掘立柱建物36・37・44・ 47 (南東から）

4 F区掘立柱建物47(北から） 5 E区北掘立柱建物38(南から）

6 E区北掘立柱建物39(南西から） 7 E区北掘立柱建物40(南西から）

8 E区北掘立柱建物42(西から）

図版24 古代 遺構 (4) (北区 ・中央北区 ・中央南区）

1 C区溝230691、溝230692(南東から）

2 F区土坑910001 断面（西から） 3 F区土坑910002 断面（西から）

4 F区土坑910068 断面（北東から） 5 E区北溝240278(東から）

6 E区土坑240001 土器棺出土状況（東から）

7 0区土坑310001(北東から）

図版25 中世遺構 (1) (北区）

1 A区全景（南東から） 2 B区全景（南から）

3 C区北 全景（南東から） 4 C区南全景（北西から）

5 C区北 全景（北西から） 6 D区全景（北西から）

図版26 中世遺構 (2) (中央北区）

1 G区北 全景（北西から） 2 G区南全景（南東から）

3 E区南 溝250001(南東から）

図版27 中世遺構 (3) (中央北区・中央南区）

1 E区南溝250001 遺物出土状況（東から）

2 E区南土坑250141(東から）

4 E区南土坑250081(南東から）

3 E区南土坑250084(南から）

5 H区全景（北西から）



6 H区瓦出土地点断面（南から） 7 H区土坑530015周辺（北西から）

8 I区南全景（南東から）

図版28 中世遺構 (4) (中央南区・南区）

1 T区南全景（西から）

3 V区全景（南東から）

2 W区全景（北から）

4 Z区全景（西から）

図版29

5 Z区南全景（西から）

6 Z区南土坑550025 遺物出土状況（北から）

7 Z区南土坑550031 遺物出士状況（西から）

中世遺構 (5) (南区）

1 X区全景（北西から） 2 

3 Y区全景（東から） 4 

5 Y区土坑610006 遺物出土状況（西から）

6 Y区土坑610009 断面（南から） 7 

図版30 縄文時代遺物

縄文土器（中期末、後期、晩期）

図版31 弥生時代遺物 (1)

竪穴住居出土弥生土器（竪穴住居 l、2、3、4)

図版32 弥生時代遺物 (2)

Y区全景（南東から）

Y区土坑610006(北東から）

x区土坑610009 焼土面

竪穴住居出土弥生土器（竪穴住居5・6・7、12、13、16、17)、竪穴住居17出土鉄製品

図版33 弥生時代遺物 (3)

竪穴住居出土弥生土器（竪穴住居17、20、21、24)、竪穴住居22・23出土鉄製品

図版34 弥生時代遺物 (4)

竪穴住居出土弥生土器（竪穴住居25、27)

図版35 弥生時代遺物 (5)

竪穴住居出土弥生土器（竪穴住居27、28・29・30、31)

図版36 弥生時代遺物 (6)

ピッ ト・ 土坑出土弥生土器 (1)

図版37 弥生時代遺物 (7)

土坑出土弥生土器 (2)

図版38 弥生時代遺物 (8)

土坑出土弥生土器 (3)、溝出土弥生土器 (1)

図版39 弥生時代遺物 (9)

溝出土弥生土器 (2)

図版40 弥生時代遺物 (10)

大溝 1出土弥生土器 (1) ・鉄製品

図版41 弥生時代遺物 (11)

大溝 1出士弥生土器 (2)



図版42 弥生時代遺物 (12)

大溝 l出土弥生土器 (3)

図版43 弥生時代遺物 (13)

大溝 1出土弥生土器 (4)

図版44 弥生時代遺物 (14)

大溝 1出土弥生土器 (5)

固版45 弥生時代遺物 (15)

大溝 1出土弥生土器 (6)

図版46 弥生時代遺物 (16)

大溝 l出土弥生土器 (7)

図版47 弥生時代遺物 (17)

大溝 l出土弥生士器 (8)

図版48 弥生時代遺物 (18)

大溝 l出土弥生土器 (9)

図版49 弥生時代遺物 (19)

大溝 l出土弥生土器 (10)

図版50 弥生時代遺物 (20)

大溝 l出土弥生土器 (11)

図版51 弥生時代遺物 (21)

大溝 l出土弥生土器 (12)

図版52 弥生時代遺物 (22)

大溝2出土弥生土器 (1)

図版53 弥生時代遺物 (23)

大溝2出土弥生土器 (2)

図版54 弥生時代遺物 (24)

大溝3出土弥生士器 (1)

図版55 弥生時代 遺物 (25)

大溝3出土弥生土器 (2)

図版56 弥生時代遺物 (26)

大溝3出土弥生土器 (3)

図版57 弥生時代遺物 (27)

大溝3出土弥生土器 (4)

図版58 弥生時代遺物 (28)

大溝3出土弥生土器 (5)、大溝4出土弥生土器 (1)

図版59 弥生時代遺物 (29)

大溝4出土弥生士器 (2)

図版60 弥生時代遺物 (30)

大溝 l出土弥生土器の文様



図版61 弥生時代遺物 (31)

大溝 l出土絵画土器、文様の細部 大溝3出土絵画土器

固版62 弥生時代遺物 (32)

方形周溝墓 1・ 2出土弥生土器

図版63 弥生時代遺物 (33)

包含層等出土弥生土器 (1)

図版64 弥生時代遺物 (34)

包含層等出土弥生土器 (2)

図版65 弥生時代遺物 (35)

包含層等出土弥生土器 (3)

図版66 弥生時代遺物 (36)
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図版67 弥生時代遺物 (37)

包含層等出土弥生土器 (5)

図版68 弥生時代遺物 (38)

包含層等出土弥生土器 (6)

図版69 弥生時代遺物 (39)

打製石器 (1) 石鏃

図版70 弥生時代遺物 (40)
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図版71 弥生時代遺物 (41)
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図版72 弥生時代遺物 (42)
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磨製石器 (1) 石庖丁
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遺構出土古代土器 (2)
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第 1章調査にいたる経緯と経過

大阪湾南部の泉州沖に計画された関西国際空港建設に伴い、アクセス道路や鉄道の新設・高架化、関

連施設建設および、海岸部の埋め立て事業（りんくうタウン）などの開発が急激に進んだ。これに伴い、

泉佐野市をはじめとする大阪府南部地域（いわゆる泉州地域）では、文化財調査の件数が増加した。

その中で、泉南市域においても、空港へのアクセス道路と和歌山方面との連絡道路として、都市計画

道路泉南岩出線（旧名称金熊寺男里線、平成3年7月31日に名称変更）が計画され、昭和57年12月10

日に都市計画決定された。これは、泉南地域を南北方向に縦断する府道泉佐野岩出線のバイパスとなる

もので、府道堺阪南線から国道26号線（第二阪和国道）、近畿自動車道泉南インターチェンジを経て、

府県境に至る延長8. 1km、標準幅員16.5~40m 、 4 車線の道路である。 広域幹線道路との連絡により、

渋滞を解消し、交通の円滑な流れを図り、和歌山県域へのアクセス道路としての役割を担っている。また、

りんくうタウンと府道堺阪南線を結ぶ道路として、都市計画道路樽井男里線が計画され、昭和61年3月

19 日に、延長 1.1km、 標準幅員40~42m、 4 車線の道路が、都市計画決定された。 都市計画道路泉南

岩出線と併せて、りんくうタウンヘの南側からの重要なアクセス道路となるものである。かなりの交通

量が予測されることから、交差する南海本線とは本線部 (4車線部）で立体交差する。

これらの都市計画道路の建設計画をうけて、計画路線が周知の遺跡である男里遺跡を縦断し、天神の

森遺跡と隣接していることから、大阪府教育委員会文化財保護課は、大阪府土木部および岸和田土木事

務所とその取り扱いについて協議をおこなった。その結果、路線内における遺跡の有無および周知の遺

跡の実態についての資料を得るために、まず岸和田土木事務所から（財）大阪府埋蔵文化財協会に試掘

調査の依頼がなされた。

都市計画道路樽井男里線部分にあたる、府道堺阪南線の北側（海側）部分については、平成3年度と

4年度に試掘調査を実施し、大阪府教育委員会文化財保護課にその結果を報告した。それに基づき、大

阪府教育委員会文化財保護課は、周知遺跡内の発掘調査の必要を認め、その旨、岸和田士木事務所に通

知した。これを受け、岸和田土木事務所は、（財）大阪府埋蔵文化財協会との間で発掘調査の委託契約

＾ 
＇ __ , 

和歌山県

図1 泉南市の位置 図2 計画道路図

-1-



を結び、現地調査を開始することとなった。ほぼ同時期に、並行して都市計画道路泉南岩出線の路線内

の発掘調査が開始されたため、事業名を「天神の森遺跡・男里遺跡」と呼称し、区別している。この部

分の発掘調査は、平成4年度と 5年度に実施され、成果については平成6年度に（財）大阪府埋蔵文化

財協会から 『男里遺跡』と題して調査報告書が刊行されている。

都市計画道路泉南岩出線の一部にあたる、府道堺阪南線の南側（山側）から国道26号線（第二阪和国

道）部分については、周知の遺跡である男里遺跡の範囲内であることから、全面発掘調査が必要とされ

た。この部分の発掘調査は、平成5年度から（財）大阪府埋蔵文化財協会により看手された。ただし、

平成6年度の関西国際空港開港までに供用開始が義務付けられていたことから、全路線の発掘調査終了

を待ってからの道路建設は不可能であった。このため、平成 5年度の調査終了後、路線の片側（西側）

部分に盛土を施すことにより、開港までの供用に間に合うよう、片側のみの対面2車線の仮設道路が建

設された。この時点で、仮設道路部分に関しては後に発掘調査が不可欠であることから、盛土を施す前

に地表面にシート養生をおこない、遺構面および包含層を保護するよう大阪府教育委員会文化財保護課

からの指示がなされた。これにより、道路の供用が開始され、車両の通行が可能となった。

平成6年度からは、未供用である仮設道路の東側（本来の南行き車線）から調査をおこなうかたちと

なった。平成7年度には、組織統合により（財）大阪府文化財調査研究センターとなったが、継続して

事業は進められた。平成8年度の調査をもって、路線の半分にあたる仮設道路東側の調査が終了したこ

とから、引き続きこの部分の道路建設がおこなわれ、平成10年度には供用を開始することとなった。こ

れにより、本来の南行き車線が完成したため、仮設道路からこの部分に道路が切り替えられ、対面2車

線の道路として車両の通行が可能となった。大阪府教育委員会文化財保護課で、仮設道路東側の調査成

果をもとに、残りの路線半分（仮設道路部分）の調査の見直しがなされ、路線の北側約1/4にあたる府

道堺阪南線から市道が横切る双子池交差点までの区間の調査は不要となった。

平成11年度から、仮設道路部分（本来の北行き車線）の調査を南（国道26号線（第二阪和国道）側）

より開始した。本線部分に加えて、横断する地下道が建設される予定路線も含めて調査を実施した。調

査範囲にあたる仮設道路の舗装版および盛土を撤去した後に、調査をおこなった。仮設道路に使われた

盛土は、本線の建設にも使用するため、場内に仮置きし、調査終了後に盛土を復旧するかたちで戻した。

平成12年度には、市道が横切る幡代馬場交差点の南に隣接する部分の調査をおこない、弥生時代集落

の建物群を検出した。これまでの一連の発掘調査では、なかなか機会にめぐまれず、 一般市民に成果を

公開したことがなかった。そのため、平成13年2月24日（土）に現地説明会をおこなうとともに、年度

末には、この時点での調査成果を簡単にまとめた 『男里遺跡発掘調査資料集』を作成した。平成12年度

の調査終了後、隣接する南行き車線部分の調査範囲と今回の調査範囲の間に、幅約7mの未調査部分が

生じていることが判明した。この部分は弥生時代の集落内であることから、大阪府教育委員会文化財保

護課から調査の必要性が指示されたため、調査方法などについて岸和田土木事務所との間で協議がもた

れた。

平成13年度は、仮設道路部分（本来の北行き車線）の調査に伴い、必要となった幡代馬場交差点の形

状変更の警察協議など、諸般の事情で現地調査が見送られた。このため、 南部調査事務所において既往

の調査の遺物整理を一部おこなった。平成14年度には、組織統合により（財）大阪府文化財センターとなっ

たが、現地調査が再開され、路線上の幡代馬場交差点部分およびその北側部分の調査をおこなった。交

差点内での調査範囲を南行き車線になるべく近づけるため、供用部分の盛土に鋼矢板打設による土留め
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を施して範囲を確保した。さらに、南側で一部残っていた未調査部分の調査もおこなったことから、幡

代馬場交差点の南側部分に関しては、調査終了となった。

平成15年度には、幡代馬場交差点の南側に生じた未調査部分と北の双子池交差点の南側部分の調査を

おこなった。未調査部分は道路予定地の中央部分に位置し、南行き車線の西半部（北行き車線として供

用中： l車線）にかかることから、調査開始前に岸和田土木事務所施工により、新たに未調査部分を迂

回するかたちで仮設道路（北行き車線： 1車線）がつくられた。このことから再度、幡代馬場交差点の

形状が変わったが、未調査部分の調査が可能となった。未調査部分は、両側を供用中の道路が走っており、

大型 トレーラーなどの交通量が多いにもかかわらず、現地表面から約2m下に遺構面が検出されること

から、鋼矢板による士留めを施して安全をはかった。さらに、調査区を横断する水道やNTTなどの地

下埋設管が複数存在することから、これらの位置する範囲には大型土嚢を積むことにより、土留めをお

こなった。双子池交差点の南側の調査区においても、交差点部分に鋼矢板による土留めを施し、調査範

囲を確保した。平成15年度からは、調査終了している幡代馬場交差点の南側と、調査不要となった双子

池交差点の北側から北行き車線の建設が開始された。調査部分に関しても、隣接する地区で道路建設が

併行しておこなわれる箇所が生じてきたことから、現地で協議を重ねながら調査を進めていった。調査

終了後の埋戻しにおいては、もとの高さまでではなく、道路建設に伴う路盤工事の下面で止め、そのま

ま建設施工業者に引渡して建設工事が連続しておこなえるよう、時間的ロスのない工程で施工していっ

た。この後、幡代馬場交差点の北側で歩道建設に伴う擁壁工事がおこなわれることになり、官民境界部

分で残っていた未調査部分の調査をおこなった。調査終了後、道路建設工事が急ピッチで進められた結

果、平成16年6月に、西側の歩道部分を除き本線の4車線供用が開始された。現地調査では、大阪府教

育委員会文化財保護課の指導により、重要遺構と考えられる弥生時代中期末集落部分と奈良時代建物群

の範囲内は砂養生による遺構保存をおこなっている。なお、平成16年11月には、平成15年度におこなっ

た、幡代馬場交差点の北側の調査区のさらに北側と、双子池交差点の南側における官民境界部分で残っ

ていた未調査部分の調査をおこなった。

調査開始以来、現地調査と並行して基礎的な遺物整理は継続しておこなっていたが、報告書作成に伴

う本格的な整理作業は、平成15年度事業から一部開始した。平成5年度から約10年間におよぶ長期に

わたる調査の整理作業であることや、調査担当者や調査体制が一貫していないことなどから、困難が予

想されたため、なるべく早く整理作業に着手し、全体の把握が先決と考えたためである。平成16年度に

改めて岸和田土木事務所と整理事業に関する契約を交わし、整理作業を進め、平成17年2月の本報告書

刊行をもって作業は終了した。

調査体制

平成5年度 (1993年度） ［男里遺跡発掘調査事業］

財団法人 大阪府埋蔵文化財協会

調査課 課長 石神恰

調整係 係長兼資料班長藤田憲司

調査第一係 係長 田中和弘 技師城野博文

平成6・7年度 (1994・1995年度） ［男里遺跡（その2)発掘調査事業］
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財団法人 大阪府埋蔵文化財協会 （平成6年度）

調査課 課長 石神恰

調整係 係長 藤田憲司

調査第一係 係長兼資料班長大野薫 技師枡本哲・河田泰之

財団法人 大阪府文化財調査研究センター （平成7年度）

調査部 部長 井藤徹

調整課 参事兼調整課長 中西靖人

調整係 係長 福田英人

南部調査事務所所長 藤田憲司

調査第一係 係長 大野薫 技師 田中龍男・大野路彦

平成7年度 (1995年度） ［男里遺跡（その3)発掘調査事業］

財団法人 大阪府文化財調査研究センター

調査部 部長 井藤徹

調整課 参事兼調整課長 中西靖人

調整係 係長 福田英人

南部調査事務所所長 藤田憲司

調査第一係 係長 大野薫 技師 田中龍男・大野路彦

平成8年度 (1996年度） ［男里遺跡（その4)発掘調査事業］

財団法人 大阪府文化財調査研究センター

調査部 部長 井藤徹

調整課 参事兼調整課長

調整係 係長

南部調査事務所所長

中西靖人

福田英人

藤田憲司

調査第一係 係長 西口陽一 技師中村淳磯 ・橋本亜希子

平成11年度 (1999年度） ［男里遺跡（その6)発掘調査事業］

財団法人 大阪府文化財調査研究センター

調査部 部長 井藤徹

調整課 参事兼調整課長

調整係 係長

南部調査事務所所長

調査第一係 係長

中西靖人

藤永正明

瀬川 健

松岡良憲 技師中村淳磯

平成12年度 (2000年度） ［男里遺跡（その7)発掘調査事業］

財団法人 大阪府文化財調査研究センター

調査部 部長 井藤徹

調整課 課長

調整係 係長

南部調査事務所所長

調査第一係 係長

赤木克視

藤永正明

瀬川 健

松岡良憲
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平成13年度 (2001年度） ［男里遺跡（その8)遺物整理事業］

財団法人 大阪府文化財調査研究センター

調査部 部長 井藤徹

調整課 課長 赤木克視

調整係 係長 森屋直樹

南部調査事務所所長 瀬川 健

調査第一係 係長 橋本高明 主査村上富喜子

平成14年度 (2002年度） ［男里遺跡（その9)発掘調査事業］

財団法人 大阪府文化財センター

調査部 部長 玉井功

調整課 課長 赤木克視

調整係 係長 森屋直樹

南部調査事務所所長 渡邊昌宏

調査第一係 係長 橋本高明 技師 中村淳磯

平成15年度 (2003年度） ［男里遺跡（その10)発掘調査事業］

財団法人 大阪府文化財センター

調査部 部長

調整課

調整係

課長

係長

南部調査事務所所長

玉井功

赤木克視

森屋直樹

藤田憲司

主査 山上弘

専門調査員 岡田佳之

調査第一係 係長 橋本高明 主任技師中村淳磯 専門調査員岡田佳之

平成16年度 (2004年度） ［男里遺跡（その11)遺物整理事業］

財団法人 大阪府文化財センター

調査部 部長

調整課 課長

調整係 係長

南部調査事務所所長

玉井功

赤木克視

森屋直樹

藤田憲司

主査 山上弘

調査第一係 係長 岡本敏行 主査 村上富喜子

平成16年度 (2004年度） ［男里遺跡（その12)発掘調査事業］

財団法人 大阪府文化財センター

調査部 部長

調整課

調整係

課長

係長

南部調査事務所所長

調査第一係 係長

玉井 功

赤木克視

森屋直樹

藤田憲司

主査 山上弘

岡本敏行 主任技師中村淳磯
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第2章 位置と環境

第1節位置と周辺の遺跡

1. 地理的環境

男里遺跡の所在する泉南市は、大阪府南西部（いわゆる泉州地域）に位置する。 市域の広さは約47.3

面で、人口約6万5千人（平成15年11月現在）の都市である。北西は大阪湾に面しており、 北東は泉

南郡田尻町と泉佐野市、南東は和歌山県那賀郡打田町と岩出町、南西は阪南市と接している。また、関

西国際空港のある空港島の南部約1/3も市域となっている。さらに関西国際空港建設に伴い、大阪湾岸

部の埋め立て事業（りんくうタウン）が泉佐野市域からおこなわれており、泉南市域においても広大な

埋立地が形成されている。明治時代初期までは、和泉国日根郡と呼ばれる地域に属していた。

周辺の地形は、和泉山脈から海岸線にのびる丘陵や洪積段丘が大部分を占めており、泉南市内の沖積

地は、泉佐野市と境をなす樫井川と阪南市と境をなす金熊寺川（男里川）下流域に限られる。これらの

丘陵は、ほぼ南北方向にのびており、河川もこの方向で流れている。和泉山地から大阪湾までの距離が、

高低差のわりには短いことから、かな

りの急流となっており、調査地付近で

も比較的大きな河原石を見ることがで

きる。泉州地域の地形的特徴を示して

おり、広範囲に広がる丘陵や段丘が海

岸線付近まで及んだ結果、ほぼ海岸線

に対して垂直方向に流れる河川が形成

する低地は、未発達となっている。

両河川の河口付近は、大阪湾に張り

出しており、発達した三角州を形成し

ている。調査地の周囲の地形は、男里

川の氾濫原や自然堤防、旧河道、沖積

段丘面と多岐にわたるが、さらに洪積

段丘もみられ、複雑な地形を呈してい

る。調査地に隣接する双子池は、近世

に男里川の旧河道を利用してつくられ

た溜池と考えられ、調査地の西側をほ

ぼ南北方向にのびる谷底平野や低位段

丘が、現在でも確認できる。河口右岸

の旧河道は、現在も水路として残って

いる。調査地は、 一段高い中位段丘端

部に位置しており、西に低位段丘や男

里川を臨む部分に立地している。

匡匡］ 山地丘陵

四門］低位段丘
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冒璽l高位段丘 冒言冒l中位段丘

二谷底平野扇状地［二□砂礫堆
旧河道 区図人工改変地

図4 地形分類図 （※『向出迫跡』より）



2. 歴史的環境

泉南市をはじめとする泉州地域では、多くの遺跡が知られていたが、近年、関西国際空港建設に伴う

開発が進んだことから発掘調査件数が飛躍的に増加し、遺跡の様相が明らかになってきている状況であ

る。泉南市域においても、空港関連事業のみならず、各種の開発が活発になったことから、男里遺跡を

はじめ他の遺跡に関しても新知見が明らかになりつつある。

男里遺跡は、泉南市南部の男里・馬場・幡代に位置しており、男里川の東にある双子池を中心として、

東西約1.1km、南北約1.3kmの範囲にひろがっている。泉南市域で最も範囲が広く、調査の進んでいる遺

跡のひとつである。現在のところ、縄文時代中期末から近世にいたる複合遺跡として知られている。

昭和15(1940)年に遺物が発見されたことが契機となり、最初の調査がおこなわれ、弥生土器や石器

が確認された。この調査に関しては、京都帝國大學考古學教室の藤岡謙二郎が、昭和17(1942)年に刊

行された 『大阪府史蹟名勝天然紀念物調査報告第12輯』に「泉南郡雄信達村弾生式遺跡」として報告し

ている。これによると、調査地は双子池の南にあたり、遺物は弥生土器が主で、石器類の破片もみられる。

弥生土器壺・高杯などの実測図が掲載されているが、破片であり完形品はみられないという。戦前の紀

元2600年（昭和15年）記念事業のひとつとしておこなわれた、神武天皇聖蹟検証事業に関連した調査で

あることから、「従来発見例をきかない泉南郡の南部に於いて、而も我が古史にイ専へるゆかりの地に於

いて、我等祖先の賓際の遺物を見出し得た事はそれ自髄一つの意味を持つものである。」という一文で

まとめられている。

第四十五岡 泉南郡堆信逹村唆見禰生式土器賞測圏

図5 最初の調査成果掲載図
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ここでは、時代順に、泉南市・阪南市

内における男里遺跡周辺の遺跡の状況を

簡単に紹介する。男里遺跡に関しては、

第4章で詳述するため、ここでは簡単に

触れる程度とする。

旧石器時代では、泉南・阪南市内で明

確な包含層はみられないものの、遺物は

散発的に出土している。泉南市域では、

男里遺跡双子池内と滑瀬遺跡で、ナイフ

形石器が採集されている。有舌尖頭器は

和泉地域では出土事例が多く、滑瀬遺跡

などでみつかっている。阪南市域では、

神光寺（蓮池）遺跡で有舌尖頭器、箱作

今池遺跡で円形掻器などの旧石器が出土

している。

縄文時代では、時期によって遺跡の検

出例に偏りがある。早期の石鏃は和泉地

域各地でみつかっているが、土器はほと

んどみられない。泉南市岡田東遺跡で、

早期の押型文士器が出士している。この

土器は、高山寺式に属しており、和泉地



方では最古級の遺物である。前期の土器を出土した遺跡は、和泉地域北部で多く検出されているが、南

部では泉南市フキアゲ山東遺跡のみである。ここでは、遺構には伴わないものの、前期前半の羽島下層

II式に属する深鉢の口縁部の破片が出土している。中期の土器が確認できる遺跡は、岸和田市以南では

みつかっていない。ただし、阪南市箱作今池遺跡で、石匙が出土しているほか、阪南市神光寺（蓮池）

遺跡や泉南市滑瀬遺跡でも同型の石匙が採集されている。後期の遺跡もあまり確認されていない。海会

寺跡で、後世の包含層中からであるが、後期前葉の北白川上層式に属する深鉢の胴部の土器片がみつかっ

ている。岡田東遺跡では、後期中葉の北白川上層式3期とされる土坑が検出されている。さらに阪南市

域では、男里川に合流する菟砥川に面した向出遺跡で、 450基を超える士坑群からなる墓域が検出され

ている。福田KII式から長原式併行期の土器がほぼ連続して出土しており、後期前葉から晩期末の遺跡

として重要な位置を占めている。男里川をはさんで泉南市男里遺跡と阪南市馬川北遺跡が知られている

が、両遺跡からは、晩期中葉の篠原式から末葉の長原式併行期にかけての遺物が出土している。

弥生時代では、泉南市男里遺跡双子池内から縄文時代晩期の突帯文土器と前期の土器が同時に出土し

ている。男里遺跡では、前期の土器がなく、突帯文土器のみがまとまって出士する地点も確認されている。

さらに泉南市氏の松遺跡は、突帯文土器を伴わない前期の遺跡である。現在のところ、周辺で前期から

中期前葉の遺物はみつかっておらず、男里遺跡の例がみられるにすぎない。中期後半になると、男里遺

跡の集落が拡大し、この地域の拠点集落的な役割をもつようになる。男里遺跡に隣接する泉南市幡代遺

跡・幡代南遺跡でも、中期の土器が出士している。さらに、阪南市蓮池遺跡で中期後半の土器が出士し

ているほか、阪南市神光寺遺跡では同時期の方形周溝墓が確認されている。向出遺跡に対する丘陵上に

位置する阪南市向山遺跡では、大型のものを含む竪穴住居跡が検出されている。両遺跡をあわせてひと

つの弥生集落が営まれていたと考えられている。さらに中期末には、高地性集落と考えられる滑瀬遺跡

が丘陵上に出現する。また、男里遺跡から約1.5km離れて現存する林昌寺の境内からは、泉南地域唯一

の銅鐸が発見されている。位置的には、男里遺跡と滑瀬遺跡の間にあたる。銅鐸は形式的にみると、扁

平紐式四区袈裟欅文の中段階に属するものである。あまり検出例がないことから、後期前半にはやや不

明な部分があるが、後半から庄内式期にかけては、阪南市向出遺跡で竪穴住居跡が確認されており、男

里遺跡双子池内でも遺構や遺物が集中する部分がみつかっている。

古墳時代では、弥生時代後期末から続く集落遺跡はみられるものの、前期古墳は岸和田市以南ではみ

つかっていない。阪南市尾崎海岸遺跡は製塩遺跡として知られており、製塩炉などもみつかっている。

庄内式期から布留式期の士器とともに製塩土器が多く出上している。阪南市亀川遺跡でも、製塩士器を

含む土器溜まりが検出されている。男里遺跡双子池内で、上器が出土しているが、集落を明らかにする

までには至っていない。向出遺跡で竪穴住居が検出されているが、全体に集落の検出例は少ない。中期

には、阪南市域で小型の帆立貝式前方後円墳である箱作古墳が知られるほか、玉田山北麓で円筒埴輪片

などが採集されており、古墳の存在が推定されている。後期古墳では、阪南市域で竪穴式石室と横穴式

石室からなる高田山古墳群や、横穴式石室からなる玉田山古墳群などが知られる。亀川遺跡では、中期

末から後期前半の集落が検出されている。ここでは、 竪穴住居や掘立柱建物群が多く検出されたほか、

石製玉類が多く出土していることから、祭祀的性格を持つ遺構が存在していたことが想定されている。

また、男里遺跡に隣接する泉南市天神の森遺跡では、発掘調査でみつかったものではないが、 6世紀代

前半の須恵器大甕が出土している。

奈良時代では、集落遺跡はほとんど知られていない。泉南市域では、男里遺跡双子池内で飛烏時代の
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(※明治19年測量 陸軍測量図「尾崎村J (1/20，000)を縮小): 

図6 男里遺跡周辺地形図 (1/25，000)[明治19年測量]

日
U



(5=1 : 25000) 1km 

1 . 福島遺跡 15. 男里北遺跡 29. 上代石塚遺跡

2. 尾崎清水遺跡 16. 男里遺跡 30. 山ノ宮遺跡

3. 馬川北遺跡 17. 光平寺跡 31. 前田池遺跡

4. 馬川遺跡 18. 新家オ ドリ 山遺跡 32. 幡代遺跡

5. 内畑遺跡 19. 向出遺跡｀ヽ 33. 幡代南遺跡

6. 下出遺跡 20. 久保田遺跡 34. 高田山古墳群

7. 下出北遺跡 21. 高田遺跡 35. 信之池遺跡

8. 神光寺（蓮池）遺跡 22. 高田西遺跡 36. 林昌寺銅鐸出土地

9. 正方寺遺跡 23. 向山遺跡 37. 林昌寺跡

10. 西畑遺跡 24. 高田南遺跡 38. 林昌寺瓦窯跡

11. キレ ト遺跡 25. 専徳寺遺跡 39. 岡中遺跡

12. 天神ノ森遺跡 26. 樽井南遺跡 40. 岡中西遺跡

13. 道弘寺跡 27. 男里東遺跡 41. 滑瀬遺跡

14. 戎畑遺跡 28. 長山遺跡 42. 熊野街道

図7 周辺の造跡 (1/25,000) 
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流路からしがらみが検出されているほか、他の調査区で、奈良時代の掘立柱建物や遺物がみつかってい

る。また、やや離れるが、白鳳時代の海会寺は大阪府内では最南端の古代寺院であり、発掘調査によっ

て規模が明らかになっている。それによると、伽藍配置は法隆寺式であり、山田寺式・川原寺式軒丸瓦

をはじめ、塔に関する相輪部材（水煙 ・露盤片など）や風鐸などが出土している。東側には、同時期の

集落跡が検出されており、建立氏族の集落と考えられている。幡代遺跡では、平安時代後期の集落が検

出されており、瓦器・土師器鍋・瓦などが出土している。林昌寺では、瓦窯が複数基みつかっており、

平安時代末の複弁蓮華文軒丸瓦などが出土している。阪南市域では、海岸に近い部分で遺跡が確認され

ている。波有手遺跡では、溝や土坑から多量の製塩土器と共に多くの墨書土器が出土している。他の遺

跡からも製塩土器が出土しており、生産地が存在したことが推定できる。 さらに玉田山には、奈良 • 平

安時代の窯跡があったとされているが、実態は不明である。

中世では、現在の集落とほぼ同じ位置に集落が形成されていたと考えられ、小規模な調査例が多い。

泉南市域では、男里遺跡の北側に隣接する天神の森遺跡や戎畑遺跡で、瓦器椀を中心とする遺物が多く

出土している。特に、真蛸壺が多くみられるのが特徴的で、焼成土坑も検出されている。男里遺跡の南

西端部では、平安時代末の集落跡がみつかっており、瓦器椀が多く 出土している。実態ははっきりしな

いが、鍛冶作業をおこなっていたことがわかる。阪南市亀川遺跡や井関遺跡、向山遺跡でも、中世の集

落がみつかっている。さらに男里遺跡では、瓦類が多く出土する部分があり、中世末期の戦国時代に破

壊された寺院が存在していたことがわかる。岡中遺跡では、室町時代の土坑墓が確認されている。さらに、

男里遺跡の範囲内で光平寺跡、岡中遺跡東側で林昌寺、 山中川右岸で長楽寺（平野寺）の存在が想定さ

れている。

第2節文献による歴史的記録

男里遺跡の所在する泉南市域は、古くは和泉国に属し、茅涛（血沼 ・珍努）と称しており、その沖合

は茅溝の海と呼ばれていた。 『日本書紀』欽明天皇十四年夏五月戊辰朔の条に「河内國言サク、泉郡の茅

澤海ノ中二、 梵音ス。震響雷ノ若シ。光彩シク晃リ曜クコ ト日ノ光ノ如シ。天皇、心二異シビタマヒテ、

溝邊直ヲ遣シテ、海二入リテ求訪メシム。」とあり、泉という地名が使われている。霊亀2年(716)に大

鳥 ・和泉 ・日根3郡を分離して和泉監が設置されるまでは、この地は河内国の範囲内であった。天平宝字

元年(757)に、和泉監の旧管内が和泉国として独立し、五畿内の一つに数えられるようになった。和泉の

名称起源に関しては、 18~19世紀に谷川士清が著した 『倭訓栞』によると、和泉の国は清泉国府にあり、

各地に泉があるところよりきているとされている。

1. 男里の地名

男里の地名は、 『日本書紀』や 『古事記』に記載されている故事にちなんだものとされている。 『日本

書紀』神武天皇即位前紀戊午年五月八日条によると、神武天皇東征の際に、長髄彦（ 『古事記』では、登

美能那賀須泥毘古）との戦いで流れ矢に当たって負傷した天皇の兄五瀬命が、血沼（茅涛）海（現在の大

阪湾）を南下して山城水門（山井水門）に至った時、痛みに耐えかねて雄叫びしたことから、 「雄水門」

と名付けたことが記されている。 『古事記』においても、中巻神倭伊波禰毘古命（神武天皇）の項に同様

の記述があり、 「紀国の男之水門」と記されている。この「おのみなと」に関しては、泉南市男里と和歌

山市が候補地として挙げられている。

「おのさと」は、もと「乎郷」であったが、和銅6(713)年の、国郡郷名は好い字を撰び二字に限ると
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いう、元明天皇の勅命により、

は「紀伊国」など。）ほかに「雄郷」や「男郷」などの表記がみられる。平安時代の 『倭名類緊紗（和名

図8 日本書紀・古事記の記述

「呼喉郷」と表記するようにしたといわれている。 （たとえば 「紀国」

抄） 』には、和泉国日根郡の四郷のひとつとして、 「呼於郷」と記されている。 『延喜式』のうち「諸国

駅伝馬」の項には、和泉国の駅のひとつとして 「咳咽」駅が設置されており、馬七疋が配置されていたこ

とが記されている。咳喉駅が存在していたことにより、男里付近が幹線である南海道の駅の所在地とし

て、中央に把握されており、開発が進んでいたことが想定される。ただし、実際は「おお」と呼ばれてい

た地域の範囲が広く、現在のところ駅の場所の特定は困難である。

中世には、読み方ははっきり しないが、「男郷」「於雄郷」などと表記されていた。また、「下津男」や「を

の里」の表記もみられるが、 『和泉国古絵図』には「男里村」と書かれている。江戸時代初期には、岸

和田藩領となった「男里村」と天領から淀藩領となった「小野里村」が存在していた。元禄15(1702)

年には、男里村に統一され、それが現在まで存続している。細かい話になるが、現在でもこの地域の秋

祭りの際、もと岸和田藩領であった集落では「だんじり」、天領であった集落は「やぐら」を引いており、

明確に分かれている。現在でも、周辺には「尾崎」「矢の苗礼」「雄ノ山」などの地名がみられ、表記の違

いはあるものの、 このあたり一帯が広い範囲で「おお」と呼ばれていたことがわかる。

2. 文献による男里周辺の記録

男里周辺の記事で地名に関する記述以外を、拾ってみることにする。

男里川に隣接する男神社は、前述の故事に由来する神武天皇と彦五瀬命を祭っている。明治32年～大

正5年につくられた 『男神社由来書』によると、「社殿創建」の項に「神武天皇御即位七年現今 下の

御前と唱ふる字浜宮なる祭神 五瀬命 男建の地に御仮殿を修らい 命を斎い奉りたるが創始なり。（社

記に拠る） 該地は血沼の海即ち南海に近接し風浪の虞あるを以て更に又 命の幸魂を現今の地を卜し
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之に仮殿を造り遷し奉りたり 是れ本社の創始にして 神武天皇御即位十五年なりという。 爾来現

今本社を主たる本社と為し浜宮を元宮と定めたり 明治維新後之を摂社と改められたり。」と記されて

おり、創建時には、現在の浜の宮が本社であったことがわかる。延喜 5(905)年に編集が始まり、延長

5 (927)年に完成した、 『延喜式』の「巻九神祇九神名上」に「日根郡十座男神社二座」と記載さ

れており、式内社の中に男神社が属していることがわかる。寛政8(1796)年に、秋里踊島によって編せ

られた 『和泉名所固会』には、「巻之四 日根郡」に「男杜大明神 同荘男里の東南にあり 祭神神武

天皇 延喜式に男神社二座今浜天神と称するは五瀬命也後世八幡春日を併せ祭りて此所の生土神と

す」とあり、現在の浜の宮が天神の森と称されるようになった理由をあげている。『男神社由来書』に

よると、「社殿修築」の項に「人皇五十六代清和天皇の貞観元年 大安寺の僧行教の奏講により木工允

橘良基に勅して男山八幡宮に準じて造営せしめ給ひしを以て起源とす」とあり、貞観元(859)年に、清

和天皇の勅命により本殿が築造されたことが記されている。歴代の皇室や将軍の崇敬が深く、社殿がた

びたび修復されたことがわかる。文明6(1474)年に、足利義政が社殿を修繕しているほか、現在の社殿は、

天正17(1589)年に、豊臣秀吉の沙汰により、造営されたものである。また、現在の南海本線に隣接した、

男神社浜の宮（天神の森）は、雄水門の旧跡とされており、顕彰碑が建てられている。

元禄13(1700)年に、石橋直之（新右衛門）が著した、和泉国一円を対象とした私撰地誌である 『泉

州志（和泉志）』に男里村の記述がある。ここには、男里村（昔男郷、或云下津男郷）の項があり、そ

の中に 「男郷は隣境は混雑しており、不分明は多い、今男里村、或いは小野里村と曰う」と書かれてい

る。このことから、元禄年間に男里村の境界は確定していなかったことがわかる。また、男水門の項で

は、「男里浜松林中に小社有り、天神社と曰う、是は五瀬命の矢癒を洗いし地で、即ち男水門也、後世

に社を建て、 五瀬命を祭り天神社という、天これ尊貴にして神の義也、北野天神に非ず、此の類往々在

り」と書かれており、現在の男神社浜の宮が天神の森と呼ばれており、男水門をこの地に求めていたこ

とがわかる。一方、男水門に関する私論も書かれている。「日本紀旧事紀の雄水門と謂う所は、当国也、

若し古事記説によれば、雄水門は紀伊国にあるべし、両説に異りあり、何か、夫れ命の男建びは、ただ

一回ならず、これより先に既に河内国に到りて草香津、植盾にて男建びをなせり、之を以て思うに命は

当国に到り、男建び為し、紀伊国に到りて亦男建びされる也、然るは則ち男水門は当国にあるも宜しき

也、紀伊国にあるも宜しき也、今紀の湊に、男町あり、是れ紀伊国男水門や、鼈山は名草郡和田村にあ

り。」これによると、 『日本書紀』と 『古事記』の記述に相違点はあるが、五瀬命は一度ではなく、何度

も雄叫びをしていることから、男水門の位置は男里に限定せず、和歌山市の可能性も考えられるとして

いる。さらに、「雄ノ山」に関する記述もみられ、「雄山は、雄郷の山の総名也」と見えることから、特

定の山を表すものではなかったことがわかる。この項には、「平治物語云う、平清盛同重盛、熊野詣で

にて、洛陽に兵乱ありと聞き、切目の宿より帰る、紀泉の中山に到りて、京使にあいて、 六波羅の安否

を問う」と紹介されているが、「中山においては、雄の中山也、偽り写し伝えし也」と注釈をつけ、平

清盛 ・重盛が熊野参詣の際に雄の中山において、京都からの使者に会って戦乱の中にある自宅の安否を

聞いていたことが書かれている。なお、「雄山」に関しては、 『日本後紀』にも記述がみられ、巻十二延

暦23(804)年十月甲寅 《十三》の条に桓武天皇が、「雄山ノ道自リ還リ、日根ノ行宮二入御シ給フ。」と

ある。

平安時代後期から、上皇や貴族による紀伊熊野参詣が活発になったことに伴い、上記の平治物語のよ

うに和泉地方の記述も多くなっている。院政期の熊野参詣は、最大規模の国家行事であった。後鳥羽上
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皇は、特に熊野参詣に熱心であり、その費用を確保するため、和泉国を上皇直轄地とし、鎌倉幕府の守

護設置を認めなかったほどである。この後鳥羽上皇や后である修明門院の参詣については、記録が残さ

れている。そのうち、承元4(1210)年の 『脩明門院熊野御幸記』（国立歴史民俗博物館蔵）によると、

修明門院は近木（貝塚市所在）の御所で昼食をとった後、日根野を自ら歩き、樫井縄手（現在の八丁畷）

と樫井王子を輿で通過し、厩戸王子を経て信達（泉南市所在）で宿泊している。また、建保5(1217)年

の 『後鳥羽院・脩明門院熊野御幸記』（国立歴史民俗博物館蔵）によると、同様の行程で移動しており、

厩戸の御所（信達）で宿泊している。「信達」は、現在の信達大苗代から信達牧野にかけての集落とし

て現存しており、男里遺跡から北東約2kmに位置する。これらの記述から、信達には皇族が宿泊するよ

うな御所が設けられており、熊野参詣に向かう貴族などが常時宿泊する場所として重要な役割を果たし

ており、整備されていたことが考えられる。信達から雄の中山を通って紀伊側（現在のJR阪和線や阪

和自動車道の路線）に抜け、熊野に向かうのが一般的であったようなので、中世初期段階にはすでに、

男里遺跡の位置からさらに山側部分を横切るルートが確立されていたといえる。ただし、承久の乱で後

鳥羽上皇が敗れて隠岐に流された後には、朝廷貴族の熊野参詣は下火になり、参詣記は減少してしまう。

室町時代では、 『北野殿熊野詣日記』（宮内庁書陵部蔵）によると、応永34(1427)年に、将軍足利義

満の側室北野殿が、樫井王子から山中を経て紀伊に入っており、依然としてこのルートは確保されて

いたことがわかる。さらに、やや離れるが、 『蓮如紀伊国紀行』（和歌山市立博物館蔵）によると、文明

18(1486)年に、 蓮如が紀伊国に行った際、嘉祥寺（現在の田尻町）や海会宮池（泉南市）を訪れたこ

とが記されている。戦国時代には、泉州地域においても戦乱が絶えなかった。樫井川と熊野大道が交差

する地点に樫井城が築かれていたが、交通の要衝であることから、この地でしばしば合戦がおこなわれ

た。慶長20(1615)年の「大坂夏の陣」の前哨戦となる「樫井合戦」は、最後の大規模な合戦であった。

豊臣方の塙団右衛門・淡輪六郎兵衛重政と、徳川方である紀州浅野軍の亀田大隈 ・上田宗箇らとの激戦

である。『椿亭叢書 泉州樫井合戦覚書』（宮内庁書陵部蔵）によると、浅野軍は当初、佐野に布陣したが、

信達・樫井に後退して豊臣軍に備えていた。塙団右衛門は佐野から熊野街道を通り、樫井で浅野軍と衝

突したが、敗れて討ち取られたものである。現在でも、塙団右衛門と淡輪重政の供養塔が残っている。

並河誠所が、亨保14(1729)年から 5年をかけて享保19(1734)年に完成した、 『日本輿地通志』にも男

里周辺の地誌が記載されている。これは、江戸幕府による最初の官撰地誌であるが、流布したものが畿

内部だけであったことから、通称 『石畿内志』と呼ばれるものである。和泉国之五の日根郡（東南至紀

州那賀名草二郡界、西至愴海、北至泉南郡界）の項に男里関係の記載がみられる。［郷名］の中で「呼喉（今

信達及中通荘）」と表記されている。［山川］には、現在の男里川である大川の記載がみられ、時代により

河川の呼称に違いがあることがわかる。ここでも雄水門がみられ、呼喉湊あるいは男津、男泊などと呼

称されていたことがわかる。さらに名産品として、男里村より佳い麦がとれることがわかる。また、現

在では特定できないが、男里村には石塔をともなう荒墳があり、塔面には「正平26年（南北朝時代の南

朝年号、実際は24(1369)年まで）」と記載されているという。

江戸時代には、泉州の街道も幕府 ・諸藩の公用道路に位置付けられ、紀州街道が成立した。佐野から

南は熊野街道と重なり、信達・山中峠を適って紀伊に至る。信達には宿駅・本陣がおかれ、紀州徳川家

の通行に奉仕する宿場となった。信達市場の本陣を勤めた角谷家には、多くの関係資料が伝えられてい

る。周辺の村々は参勤などの際、助郷役を勤めており、その中に幡代・馬場・男里などの名もみえる。

当時の絵図は多く残っており、街道沿いの町の様子を知ることができる。 『播磨灘大坂湾岸図』（神戸商
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船大学海事資料館蔵）には、湾岸の港湾や漁村の名が詳細に描かれている。泉南地域において、「尾崎村」

と「波有手」の間に「小里村」「大里村」の記述がみられ、本来の男里村の位置関係を誤ったものと考

えることができる。当時の男里村に関する知名度がうかがわれ、興味深い。

『和泉名所図絵』には、前述した男神社のほかに「信達御所村長慶寺」が挿絵付きで記載されており、

わずかに信達村の町並の様子がうかがわれる。さらに、「御所村（信達市場）」「信達王子」「愛宕社（林

昌寺）」「雄山」「男水門旧趾」などの記載もみられる。
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第3章調査の方法

第 l章で述べたように、調査に要した期間が約10年に及んでいることと、その間に調査体制や調査方

法が変更されていることなどから、現地調査の方法に関してはほとんど統ーがとれていない状況である。

調査担当者の意見や見解の相違もあって、遺構番号の付け方や遺物登録方法も異なっている。全調査の

整理にあたって、この相違点をいかに統一化するかということが問題となった。基本的には、遺物登録

番号は変更しないが、遺構番号に関しては、なるべく調査時点での番号を大きく逸脱しない方法で新し

い番号を付けることとした。詳細は後述するが、ここではまず現地調査段階の状況をあげ、続いて整理

段階での統一化に関して述べる。

第 1節現地調査

調査区は、主要地方道泉佐野岩出線（泉尚岩出線）建設予定路線内であり、男里遺跡の範囲内にあた

る、府道堺阪南線（旧国道26号線）と国道26号線（第二阪和国道）の間部分である。新設道路であり、

計画路線は、片道2車線計4車線と両側に植栽を伴う歩道が設置される、幅40mに及ぶものである。当

初、平成6年に開港した関西国際空港のアクセス道路として計画されたため、開港までに開通が義務付

けられていたものである。現地における発掘調査終了を待っと、道路完成が間に合わないことから、予

定路線の西側半分（本来の北行き車線）の現地表面にビニールシートを敷くことによって遺跡の保護を

おこない、その上に約2mの盛土を施した。この上に舗装路盤をつくることにより、対面通行による路

線を確保し、暫定供用のかたちで開通させた。

平成5年度に調査区の中で最初に着手した部分は、新設道路と南北方向に走る市道の交差点（幡代馬

場交差点）部分であった。まだ新設道路は建設されておらず、市道から進入が可能な部分を調査区とし

ている。（財）大阪府埋蔵文化財協会による調査であることから、同協会で制定された発掘調査規程に

準拠している。国土座標による地区割りは、第VI座標系のX軸と Y軸を基に設定した4mの正方形区画

を基準としている。遺物の取り上げ単位はこの区画であり、各々に名称をつけている。調査区は、工程

上分割したものや水路などによる分断から、 1~4 調査区および 1 -B 調査区に分けている 。 遺物登録

は全調査区を一括でおこなっているため、連番になっており、番号の重複はない。遺構番号は、調査区

や遺構の種類に関わらず、検出した順に 1番から連番を付けている。ただし、竪穴住居に関しては、こ

れとは別に 1番から番号をつけている。番号を付けられた遺構には、種類を表す協会独自の遺構記号が

後ろに付けられている。一例をあげると、以下のようなものである。

建物 OB、竪穴住居 OD、土坑 00、柱穴 OP、河川 OR、溝 OS、井戸 ow、

土器溜まり ・瓦溜まり OT、その他 ・不明遺構 ox 

平成 6~7 年度の調査（現地では（その 2) 調査）では、盛土による仮設道路の東側半分（本来の南

行き車線）のうち、買収済で調査可能な部分の調査をおこなった。平成7年度には、（財）大阪文化財

センターとの統合により（財）大阪府文化財調査研究センターになったが、調査が継続していることか

ら、（財）大阪府埋蔵文化財協会の発掘調査規程に準拠した方法で調査をおこなっている。国士座標に

よる地区割りも前回と同じ方法である。調査区は、工程上分割したものや道路・水路などによる分断か
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ら、 1~7調査区に分けている。遺物登録は、全調査区を一括でおこなっているため、連番になってお

り、番号の重複はない。遺構番号は、遺構の種類に関わらず、検出した順に 1番から連番を付けている。

このため、 同一地区内では遺構番号の重複はない。たとえば、 3区で遺構番号が 1番である 1-00 (土

坑）と 1-0 S (溝）が並存することはない。ただし、地区毎に新たに番号を付けていることから、基

本的に、全体では 1番の遺構は 7基存在することになる。番号を付けられた遺構には、種類を表す協会

独自の遺構記号が後ろに付けられている。

平成7年度の調査（現地では（その3)調査）では、初年度の調査区に隣接する部分と買収地の代替

用地の調査をおこなった。（財）大阪府文化財調査研究センターによる調査であるが、調査の連続性を

考慮して、（財）大阪府埋蔵文化財協会の発掘調査規程に準拠した方法で調査をおこなっている。調査

区は、 1~3調査区に分かれる。基本的に、調査方法は（その2)調査にならっている。遺物登録は、

全調査区を一括でおこなっているため、連番になっており、番号の重複はない。遺構番号は、遺構の種

類に関わらず、地区毎で検出した順に 1番から連番を付けている。番号を付けられた遺構には、種類を

表す協会独自の遺構記号が付けられている。

平成8年度の調査（現地では（その 4)(その 5)調査）では、盛土による仮設道路の東側半分（本

来の南行き車線）のうち（その 2)調査以降に買収が済み、調査可能な部分の調査をおこなった。統合

後の（財）大阪府文化財調査研究センターによる調査であるため、（財）大阪府埋蔵文化財協会の発掘

調査規程とは異なった方法をとっている。国土座標による地区割りは、第VI座標系のX軸と Y軸を基に

設定した10mの正方形区画を基準としている。遺物の取り上げ単位はこの区画であり、各々に名称をつ

けている。（その 4)調査と（その 5)調査は、工事契約上分けられたものであることから、現地調査

では一括して調査区を設定している。工程上での分割や道路 ・水路による分断などから、 1~9調査区

に分けており、（その4)調査は 1・2区、（その 5)調査は3~9区となっている。遺物登録は、（その 4)

調査と（その 5)調査それぞれでおこなっており、連番になっている。遺構番号は、検出順に付けられ

た連番ではなく、地区毎で遺構の種類によって遺構別に 1番から番号を付けている。このため、 1番の

付く遺構は複数存在することになる。たとえば、 3区で土坑 1と溝 lが並存するかたちとなっている。

遺構名を冠しており、（財）大阪府埋蔵文化財協会独自の遺構記号は使っていない。

平成8年度の調査で、盛土による仮設道路の東側半分（本来の南行き車線）の調査が終了したため、

この後道路工事がおこなわれた。平成11年には、路線のうち本来の南行き車線と歩道が完成し、対面通

行による供用が開始されたことにより、盛土による仮設道路部分の調査がようやく可能となった。

平成11年度の調査（現地では（その6)調査）では、盛土による仮設道路部分（本来の北行き車線）

のうち、国道26号線に隣接する南端部分と横断する地下道予定地部分の調査をおこなった。調査区は、

工程上分割したものを含め、 1~3調査区に分けている。基本的に、調査方法は（その5)調査にならっ

ている。遺物登録は、全調査区を一括でおこなっているため、連番になっており、番号の重複はない。

遺構番号は、地区毎に、遺構の種類によって遺構名とともに 1番から番号を付けている。このため、 1 

番の付く遺構は複数存在することになる。ただし、 2区と 3区は工程上分断された地区であるため、同

ー地区として番号を付けている。

平成12年度の調査（現地では（その7)調査）では、盛土による仮設道路部分（本来の北行き車線）

のうち、幡代馬場交差点の南側に隣接する部分の調査をおこなった。調査区は、当初 1・ 2調査区に分

けていたが、初年度の調査区の一部で土層確認のため再発掘をおこなったため、全部で3調査区になっ
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ている。基本的に、遺物の取り上げ単位は、（その 5)調査にならっている。遺物登録は、全調査区を

一括でおこなっているため、連番になっており、番号の重複はない。ただし、遺構番号は、遺構の種類

に関わらず、地区毎で検出した順に 1番から連番を付けている。同一地区内では番号の重複はない。調

査時には、すべての遺構に「遺構」を冠し、遺構 1と呼称しているが、竪穴住居に関しては、「住居」

を冠して住居 1としている。

平成14年度の調査（現地では（その8)調査）では、盛土による仮設道路部分（本来の北行き車線）

のうち、幡代馬場交差点内を含めた（その7)調査部分の北側に隣接する部分と南側の未調査部分の調

査をおこなった。調査区は、工程上分割したものや道路による分断から、 1~4調査区に分けている。

平成14年度より測量法が改正され、測量基準が日本独自の日本測地系から世界標準の世界測地系に変更

されたことに伴い、従来使われてきた国土座標値が使用不可となった。このため、従来おこなっていた

国土座標による地区割りは、変更されることになったが、平成14年度は過渡期ということもあり、地区

割りの各々の名称は確定しなかった。このことから、第VI座標系のX軸とY軸を基にした10mの正方形

区画を設定することができず、 遺物の取り上げ単位は任意に設定している。遺物登録は、全調査区を一

括でおこなっているため、連番になっており、番号の重複はない。遺構番号は、遺構の種類に関わらず、

地区毎で検出した順に 1番から連番を付けている。調査時点で遺構の種類を確定したことから、遺構名

を冠しており、土坑 l・溝2などと呼称している。同一地区内では番号の重複はないため、土坑 lと溝

1が並存することはない。

平成15年度の調査（現地では（その9)調査）では、盛土による仮設道路部分（本来の北行き車線）

のうち、幡代馬場交差点南側付近の（その2)調査部分と（その7)調査部分にはさまれた、道路予定

地中央部に生じた未調査部分と（その8)調査部分の北側に隣接する部分の調査をおこなった。調査区

は2調査区に分かれる。平成15年度からは、世界測地系の国土座標による地区割りが確定したことから、

第VI座標系のX軸とY軸を基にした10mの正方形区画を設定することができるようになった。遺物の取

り上げ単位はこの区画であり、各々に名称をつけている。遺物登録は、全調査区を一括でおこなってい

るため、連番になっており、番号の重複はない。遺構番号は、遺構の種類に関わらず、地区毎で検出し

た順に 1番から連番を付けている。このため、同一地区内では番号の重複はない。この点では、（その8)

調査にならっている。

また、平成15年度中には、（その9)調査の後、迂回道路を切り替えた後に幡代馬場交差点の北西側で、

道路擁壁建設に伴う調査を実施した（その10)。狭い範囲の調査であるため、遺物量も少なく、遺構も

ほとんど検出されていないことから、遺物登録は一括でおこなっている。

さらに、平成16年度中にも、幡代馬場交差点の北側と双子池交差点の南側で道路擁壁建設に伴う調査

を実施した（現地では（その11)調査）。遺物量も少なく、遺構も少ないことから、（その10)調査と

同様に、遺物登録は一括でおこなっている。

以上が、各調査での相違点が最も顕著な地区割りの設定や遺物登録方法、遺構番号の付け方である。

少々細かい記述になってしまったが、調査にあたって基本的に毎回異なった方法をとっている状況をあ

げてみた。次に、ほぼ全般で統一的な調査方法の部分について述べる。

盛土による仮設道路部分（本来の北行き車線）とそれ以外の部分では、調査開始時の状況が異なる。

盛土が施されていない部分では、基本的にバックホーによる機械掘削で、現地表面から盛土・耕作土を

除去した後、層位毎に人力掘削により掘削を進めている。盛土による仮設道路部分では、現地表面に到
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表1 調査区一覧表

地区
調査時

調査年度 調査期間 調査主体
旧工区 調査区

A その4 1 平成8年度 平成8年10月～平成9年3月 （財）大阪府文化財調査研究センター

B その2 1 

北
C 
北 その2 平成6・7年度 平成6年11月～平成7年10月

（財）大阪府埋蔵文化財協会
2 

（財） 大阪府文化財調査研究センター

南 その2 3 

D その4 2 平成8年度 平成8年10月～平成9年3月 （財）大阪府文化財調査研究センター

北 その2 4 （財） 大阪府埋蔵文化財協会

E 平成6・7年度 平成6年11月～平成7年10月
（財） 大阪府文化財調査研究センター

@ 
南 その2 5 

その9 1 平成15年度 平成15年6月～平成16年2月 （財）大阪府文化財センター

F 
側溝部 その11 1 平成16年度 平成16年11月～平成17年 1月 （財） 大阪府文化財センター

G その8 2 平成14年度 平成14年5月～平成15年3月 （財）大阪府文化財センター

H その5 3 

~t その 5 4 

I 中 その5 7 平成8年度 平成8年10月～平成9年3月 （財）大阪府文化財調査研究センター

南 その5 ， 
J その5 8 

北 その8 1 
平成14年度 平成14年5月～平成15年3月 （財）大阪府文化財センター

南 その8 3 
K 
側溝部北 その11 2 平成16年度 平成16年11月～平成17年 1月 （財） 大阪府文化財センター

側溝部南 その10 平成15年度 平成15年6月～平成16年2月 （財）大阪府文化財センター

L 平成6・7年度 平成6年11月～平成7年10月
（財）大阪府埋蔵文化財協会

瓜
その2 6 

（財）大阪府文化財調査研究センター

M その9 2 平成15年度 平成15年6月～平成16年2月 （財）大阪府文化財センター

N その7 1 平成12年度 平成12年9月～平成13年3月 （財）大阪府文化財調査研究センター

゜
その3 1 

平成7年度 平成8年 1月~3月 （財）大阪府文化財調査研究センター
p その3 2 

Q その 1 3 平成5年度 平成5年4月～平成6年 1月 （財） 大阪府埋蔵文化財協会

R その7 2 平成12年度 平成12年9月～平成13年3月 （財）大阪府文化財調査研究センター

s その 1 4 

北 その 1 1 
平成5年度 平成5年4月～平成6年 1月 （財） 大阪府埋蔵文化財協会

T 南東 その 1 1-B 

南 その 1 2 

u その3 3 平成7年度 平成8年 1月~3月 （財）大阪府文化財調査研究センター

V 平成6・7年度 平成6年11月～平成7年10月
（財）大阪府埋蔵文化財協会

その2 7 
（財） 大阪府文化財調査研究センター

w その8 4 平成14年度 平成14年5月～平成15年3月 （財）大阪府文化財センター

南
西 その6 2 
X 
東 その6 3 平成11年度 平成11年12月～平成12年3月 （財） 大阪府文化財調査研究センター

Y その6 1 

~t その5 5 
z 平成8年度 平成8年10月～平成9年3月 （財） 大阪府文化財調査研究センター

南 その5 6 
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達するまでに、舗装路盤やガー ドレールなどの施設の撤去や約2mに及ぶ厚さの盛土掘削が必要である。

この盛土を除去した後に養生用のビニールシートが現れるため、この時点から本来の調査用の機械掘削

作業に移る。

遺構全体の実測作業は、基本的には、最終面を航空写真測量により、図化作業 (1/20、1/50、

1/100)を測量業者に委託しておこなっている。遺構面が複数存在する地区や遺構の密集度により、複

数面図化した部分も存在する。他の遺構面の全体図や遺構図、土層断面図などは、平板測量や実測によ

り作成している。前述したように、平面位置は三角点による国土座標系、レベルは水準点による東京湾

平均潮位(T.P.)を用いており、これを基に図化をおこなっている。航空写真の撮影には当初ヘリコプター

を使用していたが、騒音や振動などを考慮した結果、後半の（その 6)調査からは、レッカーを用いて

航空写真撮影用カメラを調査区の上空に上げて撮影する方法に転換した。ただし、（その9)調査で道

路工事との関係から、レッカーの乗り入れが困難な地区が発生したため、ヘリコプターによる撮影を一

部おこなった。平成14年度より測量法が改正され、測量基準が世界測地系に変更されたことに伴い、（そ

の8)調査以降は、新規の国士座標値を用いて測量をおこなっている。これと共に、以前は図化作業を

手書きによるトレースでおこない、原図を作成していたが、（その 8)調査以降は、図化作業の発注形

態が変わり、デジタル化に伴う測量方法をとることになった。最終納品はデータで納めるかたちになっ

たことから、 CADソフトなどを使用して、パソコン上で図化のみならず、加工も可能になった。

出土遺物は、基本的な整理作業として現場事務所で登録後、順次洗浄・注記・接合・復元をおこなっ

ている。ただし、各年度の調査が年度末に現地調査終了という、整理期間のほとんどとれない状況でお

こなわれていたことや、調査担当者の異動もあって、各々の基本的な整理作業はあまり進んでいなかっ

た。今回の整理作業になってはじめて、全調査の出土遺物が勢ぞろいした状況である。

記録写真に関しては、現地で遺構面全景や遺構、遺物出土状況、土層断面などを35mmカメラ（モノク

ロ、カラースライド）と適宜6X7カメラ（モノクロ、カラースライド）を使用して、調査担当者が撮

影をおこなっている。遺構面全景の写真撮影に際しては、写真用足場 (3段、 5段、 8段）を用いたほか、

車両が進入できる場所では高所作業車（高さ20mクラス、 10mクラス）を使用している。また、遺物

写真の撮影に関しては、南部調査事務所写真室が担当した。これらの記録写真のネガやスライドなどは

登録・整理されており、当センターで保管している。

第2節整理作業

約10年にもおよぶ調査の整理にあたって、前節で述べたような相違点をいかに統一化するかというこ

とが、まず問題となった。各調査では、各々独自に遺物登録番号や遺構番号をつけているが、全体の調

査報告でいちいち「（その2)調査区6区の竪穴住居 1」などという表現をとることは、担当者のみに

しか通用しない表現であり、それ以外の人には煩雑な印象しか与えず、全調査区を把握するのに大きな

障害となってしまう。調査区割りは、現在の事業者や調査サイドの都合であり、遺跡や遺構には何の意

味もないことから、調査方法や体制の説明を除いて、遺跡の内容の記述部分ではなるべく煩雑にならず、

統一した表現方法をとることを考えてみた。

調査区の説明に対して、遺構の位置関係などを述べる際、トレンチの名称は必要となることから、全

体を通じて一括してトレンチ名をつけることとした。これは、調査時点でのトレンチ名をそのまま使用

すると、煩雑となり、余計混乱を招いてしまう可能性があるからである。特に工程上、細かいトレンチ
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に分かれた部分で、隣接したトレンチ名が離れた数字や記号の場合がある。便宜上、北からトレンチ毎

にアルファベットの記号をつけることにした。なお、同一工区内の調査で、水路や道路で画されている

ものを除いて、接しているトレンチに関しては、なるべく同一のトレンチとして扱うこととする。さらに、

遺構の分布状況から、調査区全体を4つに分けることにした。ただし、これらの分類はあくまでもこの

報告書上での位置関係に関する記述のためのものであり、それ以上の意味は有していない。

基本となる遺物登録番号は、各々の調査で用いていたものをそのまま使うことと し、 変更はしない。

遺物登録ラベルも書き換えなどはおこなわず、そのままにしておくことにした。各調査において台帳が

作成されていることから、後で遺構番号を新規に付けたとしても、台帳における番号の読み替えによっ

て、混乱無く使用できるものであると考えられる。

もっとも統ーがとれておらず、重要なものとして遺構番号がある。この遺構番号に関しては、なるべ

く調査時点での番号を大きく逸脱しない方法で、新しい番号を付けることを考えた。今回の調査でまず

注目される遺構と して、 竪穴住居がある。この「竪穴住居」という用語に関しては、その役割が居住の

ためだけとは限らないことから、「竪穴建物」という呼称を提唱する研究者もいるため、あくまでも慣

用語として使用する。以前、この調査の成果報告をおこなった時点で、「竪穴建物」という呼称を使用

して報告したことがあるが、本報告書では上記の考え方からすべて「竪穴住居」を使用することとする。

竪穴住居に関しては、 各調査区でそれぞれ番号を付けているが、複数の調査区にまたがったものや建て

替えなどで重複したもの、竪穴住居と認識していなかったものも存在するため、調査時の遺構番号をそ

のまま使用できないものが多い。この路線に関する調査は終了することになるため、細部を除いて竪穴

住居の棟数がほぼ確定できる。このため、竪穴住居に関しては、調査時の番号は踏襲せず、新規に番号

を付けることとした。対照表により、竪穴住居では新旧遺構番号の対照は可能となるようにしている。

柱穴の複合体となる掘立柱建物に関しても、調査時に番号を付けているものもあるが、煩雑になるた

め、竪穴住居と同様に新規に番号を付けることとした。対照表を作成して、建物を構成する柱穴・ピッ

トの対応関係が明確になるようにしている。

また、複数の調査区にまたがる大溝や一部の溝に関しても、各調査区で個別に遺構番号を付けている

ものの、同一の遺構と認識できるものが存在する。特に大溝に関しては、各調査区でそれぞれ遺構番号

が付けられているが、ある程度まとめたうえで、「大溝」に統一して表記することとした。調査区によっ

ては、調査時には包含層と認識していたが、全体の流れを見たうえで大溝内と判断した部分もある。た

だし、当初l条のみの大溝と考えていたが、整理の結果、 4条の大溝に分かれることが判明したため、

これも新規に番号を付けることとした。溝に関しては、大溝ほど複数の調査区にまたがるものが少ない

ため、面積的に比率の多い方の調査区の遺構番号でそろえることにした。また、方形周溝墓に関しても、

2基のみの検出であることから、新規に遺構番号をつけることとする。これらの遺構に関しても、対照

表を作成して、構成する溝などの対応関係が明確になるようにしている。

その他の遺構に関しては、数が多く煩雑になるため、竪穴住居のように新規に番号を付け直すことは

不可能な状況である。全体の遺構番号の付け方をみると、最小単位である調査区内での重複はほとんど

ないことから、個々の遺構番号はそのまま踏襲できると考えた。さらに、調査区の数は各年度内では l

桁で収まっており、各調査単位で使用されたエ区割りの数も 1桁で収まっている。調査区内での遺構番

号の最大値は4桁を越えていない。このことから、これらをまとめて各遺構を表す表現方法として、基

本的に竪穴住居、掘立柱建物、大溝以外は以下の表現方法をとることにした。
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［遺構種類］［調査単位 (1桁）］［調査区 (1桁）］［遺構番号 (4桁）］

たとえば、（その2)調査の6区の5-00は、土坑260005と表記

これらの作業により、調査時の遺構番号を踏襲しているとはいえ、新規に番号を付けたことと同様の

状況になった。このため、すべての遺構に関しても対照表を作成して、なるべく混乱が生じないように

している。なお、ここでは調査時のトレンチ名を踏襲していることから、前述したトレンチにつけた記

号は採用していない。

次に、遺物取り上げ単位や遺構平面図の基本となる、国土座標の問題がある。前述したように、平成

14年度以降、測量法の改正によって、測量基準が日本独自の日本測地系から世界標準の世界測地系に

変更されたことにより、国土座標の基準値がまったく異なってしまった。調査に関わる問題として、平

成12年度の（その7)調査以前は、日本測地系を使用しており、平成14年度の（その 8)調査以降は、

世界測地系を使用して現地の平面位置を測定している。（その 7)調査以前の遺物取り上げ単位のメッ

シュに関しては、（財）大阪府埋蔵文化財協会方式の 4m四方と（財）大阪府文化財調査研究センター

の10m四方の違いはあるものの、基準となる国土座標値は同一のものを使用していることから、混乱は

ない。ところが、世界測地系では座標値がまったく異なることから、日本測地系の座標値で作成された

図面をそのままつなぐことはできなくなった。そこで、両者の座標値を活用するためには、以下のソフ

トを用いて数値変換をおこなう必要が生じた。

国土地理院では、「日本測地系 (TokyoDatum) : ベッセル楕円体」に準拠した座標値を、世界測地系

「日本測地系2000(=ITRF94系） ：GRSSO楕円体」の座標値に座標変換するプログラムとして、「TKY2JGD」

というソフトウェアを作成し、ホームページ上で公開している。

〇文献名：「国土地理院技術資料 H・1 -No.2」

〇題 名：測地成果2000のための座標変換ソフトウェア"TKY2JGD"

〇著者：飛田幹男

"TKY2JGD"は、 II 日本測地系（改正前）から日本測地系2000(世界測地系）へII を意味しています。

地域毎の座標変換パラメータは、国土地理院測地部測地第二課を中心に作成されました。著作権は、

国土地理院に帰展します。

このソフトウェアを使うことにより、相互の座標値を対照できるようになったため、新旧どちらの座

標値を採用しても遺構平面医の位置を揃えることが可能となった。具体的な作業としては、遺構平面図

などの図面作成において、日本測地系を基に作成されたものが全体のうち大部分を占めることから、図

面の接合や医版作成にあたっては、旧来の日本測地系を使用し、最終的に報告段階で世界測地系の座標

値を表記することとした。これにより、大半の平面図はそのまま使用することができ、最終段階で一括

して座標値を変換する作業のみで図版作成が可能となったため、混乱も少なくなった。また、 細かく見

ると、 mm単位ではややひずみはあるものの、遺跡調査範囲内での大きなずれは認められないことから、

個々の作業では、座標変換ソフトを用いての対照はおこないつつ、単純にある一定の数値で座標値をず

らすことにより、ほぼ正確な位置を表すことができるようになった。今回の整理では、 X座標で、旧座

標から+52.7m(北へ）ずらしたラインが、旧座標に十400mの値の新座標のライン、 Y座標で、旧座
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標からー38.7m (西へ）ずらしたラインが、旧座標にー300mの値の新座標のラインとなっている。

遺構図面の具体的な作業としては、まず日本測地系（改正前）で作成された図面（業者発注による遺

構平面図）や現地での手書き図に関しては、スキャナーで取り込み、コンピューター上で加工できるよ

うデータ化することにした。コンピューター上での編集は、 Adobe社製Illustratorver.10を用いておこ

なった。近年、業者発注により作成された日本測地系2000(世界測地系）のデータは、 DXF形式であ

ることから、そのままAutodesk社製AutoCADLT 2002などのCADソフトを用いて編集がおこなえるほか、

Illustrator ver.10でも利用できる。このほか、基本データの作成のため、 Adobe社製Photoshopver.7を

用いてすべての遺構図面の接合などの作業をおこなった。さらに、これらのデータをもとにIllustrator

ver.10上で トレース作業をおこない、レイアウ トも含め遺構図版を作成した。遺構図版に関しては、基

本的には、従来の手書きによるトレース作業はおこなっていない。

遺物は、打製石器と磨製石器、土器、瓦類などの器種の違いにより、実測方法が異なっている。石鏃

や石錐などの打製石器に関しては、薄いものであることから、スキャナーでそのまま画像として取り込

み、 Photoshopver. 7でデータ化する。その画像から稜線等を拾い、 Illustratorver.10でトレースをおこ

なう。遺構図作成とほぼ同様の方法である。これで作成したデータの線号を整えることにより、手書き

より繊細な線を表示することができる。この方法により、従来の実測・トレースに比べて作業時間が大

輻に短縮でき、レイアウト等も容易におこなえるようになった。

これ以外の磨製石器や土器類、瓦類に関しては、従来通りの実測作業によって実測図を作成し、 手書

きによるトレースをおこない、版下を組んでいる。遺構図と同様に、遺物実測図をIllustratorver.10で

トレースをおこなう方法も考えられることから、試行してみたが、丸みを帯びたカーブなどの表現にお

いて、仕上がりで手書きトレースのほうが勝っていたため、今回は採用していない。ただし、改良の余

地は大いにあるものと考えられることから、今後、トレース作業に関しては、コンピューター上でおこ

ない、データ化していくことも可能であるといえる。

本文のレイアウトに関しても、挿図がデータ化されていると、レイアウトソフトである、 Adobe社製

PageMaker ver.7やInDesignCSなどで体裁を整えることができる。今回は、試験的にInDesignCSを使っ

て本文のレイアウトを作成してみたが、すべての要素をデジタルデータ化したわけではないため、印刷

用つかみ本作成にとどまっている。具体的には、 InDesignCSで作成した本文の版組をPDF-X/laに変

換し、印刷製版としている。現実問陛としては、こちらで作成したデータがWindows環境であるのに対

して、印刷業者がMacintosh環境であることである。以前なら、 データ互換性の問題などが障害となっ

ていたが、OSがWindowsXPとMacOS Xになった昨今、ほとんど障壁は取り除かれたものといえる。今後、

フルデジタル化が進むと、レイアウトソフトによりこちらで体裁まで整えることができることから、印

刷製本の期間短縮およびコスト縮減が進むものと考えられる。
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第4章 既往の調査成果

男里遺跡は、前述したように、東西約1.1km、南北約1.3kmの広大な範囲を有していることから、今ま

でに多くの件数にのぼる調査がおこなわれている。

昭和15(1940)年に遺物が発見されたことが契機となり、 京都帝国大学考古学教室の藤岡謙二郎が調

査、 『大阪府史蹟名勝天然紀念物調査報告』において報告したことが発端で、知られるようになった遺

跡である。当時は、原始時代の士器を掘り出したということで、新聞記事にまでなった出来事であった。

ただし、その後は継続的に調査されていたわけではなく、泉南市教育委員会などによる本格的な調査が

されるようになったのは、昭和55(1980)年頃からである。

昭和52(1977)年度に、大阪府教育委員会と泉南市教育委員会が、個人住宅建設等に伴う小規模な調

査を実施しており、 初の 『男里遺跡発掘調査報告書』を刊行している。この中では、現在に比べて件数

は少ないものの、これ以前の試掘調査の成果も併せて掲載しているほか、周辺の遺跡の調査成果を含め

て、男里遺跡に対する評価と若干の考察をおこなっている。この調査によって、狭い範囲ながら、奈良・

平安時代の掘立柱建物などの遺構や遺物が検出されたため、従来弥生時代中期のみで評価されていた男

里遺跡の認識を改めることとなった。

男里遺跡の調査のほとんどは、泉南市教育委員会による個人住宅建設等に伴う小規模な調査が主体

であり、調査箇所も現在の集落部分を中心としたものである。1990年代以降、調査件数は増加するが、

全容をつかむまでには至っていなかった。ただし、個々は狭い調査面積ながら、広大な遺跡の範囲をか

なり網羅するほど分布していることから、時期別に遺跡の傾向をある程度とらえることができるように

なってきている。

大まかな傾向を挙げると、遺跡の北西部で、遺構ははっきりしないものの、縄文時代晩期の遺物が多

く出土している。その中では、河内の胎土をもつ土器が一定量みられる。ピットが確認されていること

から、集落の存在が想定されるが、ここ

では弥生時代前期の遺物はみられないた
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図11 遺跡発掘を報じる新聞記事（昭和15年7月23日）

め、 時期が限定される。それ以外の部分

では、縄文時代のはっきりした包含層は

検出されておらず、遺物量も少ない。

弥生時代の集落域と考えられる部分

は、時期によって位置が異なっている。

弥生時代中期前葉は北端部、後期後半か

ら末は双子池部分で多くみられる。双子

池の西側部分では、庄内期の遺物が多く

出土している。さらに、今回の調査で集

落が検出された弥生時代中期後葉の遺構

や遺物は、南東部にひろがっている。双

子池の南側は、弥生時代中期の遺物が出

土し、 最初に調査された部分であるが、
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それ以降は本格的な調査がほとんどおこなわれておらず、不明な部分が多い。

古墳時代後期の集落域は、 北東縁辺部で確認されているが、土器製塩に関する遺構や遺物はみつかっ

ていない。全体に遺物はみられるものの、弥生時代後期と古墳時代（庄内期を除く）の遺構は比較的少

なく、時期的にやや空白状態である。飛鳥時代から奈良時代の集落域は、双子池を横断する道路沿いで

みつかっている。さらに、平安時代末から中世の集落域は、北東縁辺部と南東部で確認されている。前

者付近では、瓦類が多く出土していることなどから、光平寺の存在が想定されている。これらの集落は、

現在の男里集落と馬場集落のもととなっているものと考えられる。泉南市教育委員会による調査成果は、

他の遺跡の調査成果とともに、毎年 『泉南市遺跡群発掘調査報告書』の中に掲載されており、随時公表

されている。

男里遺跡における代表的な存在として双子池があるが、この堤体改修工事（オアシス総合整備事業）

が計画され、これに伴う双子下池の発掘調査を、大阪府教育委員会が泉南市教育委員会の協力を得てお

こなっている。調査は、平成7年度から11年度までであったが、双子上池に関しても堤体改修工事（た

め池等整備事業泉南II期地区）が計画され、続いて平成13年度から15年度まで発掘調査がおこなわれた。

堤体改修工事にともなう調査のため、調査箇所は池の堤の内側に沿った、幅6m程度の細長い トレンチ

のみであるが、多くの成果が得られている。池を横切る道路の北側が双子下池、南側が双子上池であるが、

ほぼ全面にわたって河道や流路が検出されており、もともと南北方向に自然流路が通っていたことをあ

らわしている。北側の双子下池では、大きく分けて、弥生時代後期から古墳時代前期と、飛鳥時代から

奈良時代の河道がみつかっており、 多量の遺物が出土している。飛鳥時代から奈良時代の河道では、木

材を使ったしがらみも検出されている。ここからは、製塩土器や漁労具、土馬が出土しているほか、 墨

書土器、 窯体片、焼けひずみのある須恵器などもみられる。狭い範囲の調査であるが、 古墳時代初頭の

掘立柱建物や井戸も検出されており、隣接して集落が営まれていたことが予測されるようになった。さ

らに、弥生時代中期の流路も検出され、多量の遺物がみつかっている。南側の双子上池においても同様に、

弥生時代中期や飛鳥時代から奈良時代の流路が検出されている。また、包含層から縄文時代晩期の深鉢

と弥生時代前期（第 I様式古段階）の壺が共伴して出土している。このような共伴例は、泉南地域では

はじめてであるが、ここでは他に遺物はあまりみられず、遺構もみつかっていないことから、不明な部

分は多い。これらの調査成果は、大阪府教育委員会により毎年 『男里遺跡発掘調査概要』として刊行さ

れており、公表されている。

男里遺跡をほぼ縦断するかたちで計画された、主要地方道泉佐野岩出線のうち、都市計画道路樽井男

里線と泉南岩出線建設に伴い、（財）大阪府埋蔵文化財協会（のちに（財）大阪府文化財調査研究センター、

現在では（財）大阪府文化財センター）が遺跡を縦断する路線内の広い調査をおこなうようになり、男

里遺跡の東半部分についてようやく解明されてきた部分がある。このうち、遺跡の北部を横断する、府

道堺阪南線よりさらに北側の都市計画道路樽井男里線部分に関しては、すでに 『男里遺跡』として（財）

大阪府埋蔵文化財協会から調査報告書が刊行されている。

都市計画道路樽井男里線部分は、遺跡の北端部にあたり、平安時代末から中世にかけての集落域であ

る。瓦器椀や土師器、真蛸壺などが多く出土しており、弥生時代の遺物はほとんどみられない。隣接す

る戎畑遺跡も同時期の集落域であり、真蛸壺焼成土坑や火葬墓などがみつかっている。この部分から北

側は海岸線となるため、中世の漁村の景観を復原することができる。
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第5章調査成果の概要

第1章や第3章で述べたように、約10年に及ぶ調査で、現地調査の方法に関してはほとんど統ーがと

れていない状況である。調査担当者の意見や見解の相違もあって、遺構面の認識に差がある部分もみら

れる。そこで、全調査の整理にあたって、大まかな基本層序の認識をつくり、これに沿った遺構面を確

定することとした。ただ、全体にあまり複雑な堆積状況を呈しているわけではなく、遺構面も少ないこ

とから、ほとんど混乱なく確定することができた。過去の調査では、現代の表土を除去した面から遺構

面として調査対象としていたが、現在では見解が変化してきていることから、今回の整理作業では、近

世以降については調査対象から除外している。

第 1節基本層序

調査区は、主要地方道泉佐野岩出線（泉南岩出線）建設予定路線内であることから、南北方向に細長

く設定されている。全体にほぼ北から南にかけて、顕著な段差は認められずに緩やかに上る傾向がみら

れる。調査区北端部（海側）での地山面の標高は、 T.P.8.3mを測り、調査区中で最も低い。一方、南端

部（山側）ではT.P.18.0mを測り、最も高くなる。調査区の延長は約 1kmであることから、 平均すると

100mあたり lm上る傾斜である。

ここでは、基本層序の全体の傾向を大まかに述べることとする。調査区の設定が、ほぼ海岸部から山

地にまっすぐ向いていることから、断面観察により地形をみるのに適したかたちとなっている。ただし、

必ずしも同一方向で土層の断面観察ができたわけではないので、整理作業段階で一部反転をおこなうな

どして方向を揃えている。対象地区の延長距離が 1血に及んでおり、全体を 1枚の土層図で表現するこ

とが困難であることと、土層断面が浅いことから、ほぼ等間隔で抽出した土層の柱状図（略図）で全体

の基本層序を表すこととする。各時代における主要な遺構群が検出された地区の詳細な土層断面図は、

それぞれの章で改めて述べる。

基本層序は、おおむね、盛士 ・旧耕作士・床土・遺物包含層の単純な層である。ただし、遺物包含層

は、全体に均質なものではなく、地区によって残存状況が異なっていることから、多種存在する。盛土

は、 基本的には調査前に設圏された仮設道路建設に伴い施されたもので、古くからの盛土はほとんどみ

られない。道路建設時までは、ほとんどが耕作地として利用されており、旧耕作土上面が地表面であった。

第 1章で述べたように、発掘調査が予定されている地区での道路建設であることから、仮設道路の下で

は、地表面をシート養生した上に盛土が施されている状況である。

旧耕作土は、 全調査区にわたって良好に残存しており、 厚さ20cm以上確認されるほか、それに伴う床

土層もみられる。おおむね、暗灰黄色や褐灰色シル トが主体であり、部分的には砂が混じる。近世以降

と考えられるが、耕作地のため、遺物はほとんど出土していない。地山面は、全体に南に向かって緩や

かに上る傾向であり、地形上では顕著な段差はみられない。ただし、耕作地を造成するにあたって、中

世後半から近世にかけて整地をおこなっている状況がみられ、現在でも耕作地の区画単位でやや段差が

ある。調査区を横切る道路が2本あるが、この道路が大区画となっており、段差が認められる。この整

地によって、遺物包含層が削平をうけている部分が多く、 残存状況が地区により異なっている。 南に向

かうほど削平の規模が大きくなり、遺物包含層はほとんど確認できないほどになる。
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調査区北半部では、旧耕作土層の中で複数の遺構面が確認されているが、いずれも中世後半以降の遺

構面と考えられ、遺構も耕作に伴う鋤溝などを主体としたものである。地山面で検出されている遺構も、

建物などに関連するものはなく、遺物量も少ない。中世後半以降の耕作地の造成に伴う削平が、地山面

まで及んでおり、古代以前の遺物包含層は確認されていない。調査区北端部では、地山面でピット群が

検出されており、既往の調査でさらに北側でみつかっている中世集落の一端と考えられる。

その中で、中央北部では、部分的に古代の遺物包含層がやや良好に残存しており、地山面で遺構も検

出されている。偶然にも、中世後半以降の耕作地の造成に伴う削平が、遺物包含層まで及んでいない状

況であるため、遺物も比較的多く出土している。さらに、古代と中世の遺物包含層が残存している部分

もみられる。調査区北半部は、黒褐色から暗褐色シルトを主体とする地山で、かなり硬く締まっており、

部分的に礫層が表面に露出している。以前から指摘されていたことであるが、男里遺跡の北部で、暗褐

色土層が広い範囲で確認されていたが、遺物は出土しておらず、時期決定が困難な土層であった。今回

の調資においても一部確認のため、掘削してみたが、遺物の出土はなく、遺構もみられないことから、

ここでは地山と判断した。ただ、まだ不明な点が多く、今後の調査によって明らかになる可能性は残っ

ているものと考えられる。

中央南部では、弥生時代中期末の集落が検出されているが、遺物包含層の残存状況は悪く、遺物の出

土量は比較的少ない。弥生時代の遺物包含層は、最大でも厚さ10cm程度しか残存していない状況である。

旧耕作土除去後すぐに地山面が現れる部分が多く、整地による削平が地山面まで及んでいることがわか

る。特に、この部分はやや高い位置にあるため、中世後半から近世にかけての削平が顕著におこなわれ

ていたことが考えられる。地山は、にぶい黄褐色シルトを主体とする土層であるが、砂層や礫層が露出

した部分が多く、均質ではない。後に詳述するが、シルト層部分は比較的やわらかいのに対し、礫層部

分は固く締まっており、極端な差がみられる。このような地山上に、竪穴住居やピットなどが密集して

つくられている。調査区の西側は、男里川の旧河道であり、段差をもって下がる。この段差に沿うかた

ちで、大溝がつくられており、埋土から多量の遺物が出土している。大溝は、もと自然流路であったも

のと考えられ、弥生集落はこの流路を利用していたものといえる。この流路は、やや流れを変えながら

も現在まで水路として存続している。

弥生集落の南側においても、遺物包含層の残存状況は悪く、遺物の出土量は少ない。調査区北半部の

状況と似ており、旧耕作土層の中で複数の遺構面が認められる状況であった。ここでも、中世後半以降

の鋤溝などを主体とする遺構面がみられ、地山面ではピットなどは検出されていない。耕作に伴う削平

は地山まで及んでおり、遺物包含層は部分的に認められる程度である。地山は、暗褐色シルトを主体と

する土層であるが、全体に礫を多く含んでいる。他の調査区でみられるような、まとまった礫層の露出

はあまり認められない。

本線部分では、調査区南端部においてピット群が地山面でまとまって検出されており、さらに南側に

広がる集落の存在が想定される。一方、本線部分から西側にのびる地下道部分では、遺物包含層の残存

は少ないものの、中世前期の遺構面と弥生時代中期の遺構面（地山面）が検出されている。遺構の保存

状況は比較的良好で、調査区の西側に広がることがわかる。地山面では、方形周溝墓が複数確認されて

おり、本線部分では一部のみの検出であるが、墓域としてさらに多くの墓の存在が想定される。方形周

溝墓は、中世前期の集落がつくられる際に上部を削平されている。
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図13 基本層序柱状図
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